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ＵＷＢによる無線通信実験および映像伝送に日本で初めて成功

平成16年5月18日

【背景】
ＵＷＢ（Ultra Wideband）は、オフィス内や家庭内の小規模な無線ネットワーク向けの次世代通信技術として近
年注目を集めています。米国で2002年2月に導入が決定され、日本でも2002年9月から総務省情報通信審議
会（総務大臣の諮問機関）において導入の検討が進められています。ＮＩＣＴはこれまでＩＥＥＥなどでの国際標
準化において、ＮＩＣＴが提唱するＳＳＡ方式の考え方を一部導入したＤＳ-ＳＳ方式によるＵＷＢシステムを提
案するとともに、産学官連携によりＣＭＯＳ－ＭＭＩＣを用いたＵＷＢ送受信モジュールの開発に成功し、有線
による伝送特性評価を行ってきました。（2004年3月17日付ＣＲＬプレスリリース参照） 

【今回の成果】
今回、ＮＩＣＴは、沖電気工業、三洋電機、アドバンテスト、太陽誘電などと共同開発したＵＷＢ送受信モジュー
ルを用いたＵＷＢ無線装置について、無線によるＵＷＢ通信実験に成功しました。
無線を用いた場合でも、有線と同等の最高毎秒320Ｍビットのデータ伝送速度が得られることを確認しまし
た。さらに、このＵＷＢ無線装置を用いて、沖ネットワークエルエスアイ、日本電気エンジニアリングなどと共
同でデータ伝送システムを構築し、ＤＶＤ（ディジタル・バーサタイル・ディスク）画像のＵＷＢ無線による伝送と
受信機側での映像再生に成功しました。
無線による通信、およびＵＷＢ応用として想定されるデジタル家電・パーソナルエリア・ネットワーク（ＰＡＮ）の
代表的な用途である映像伝送への応用が可能であることを確認したことにより、ＵＷＢの実用性がより確か
なものであることが示されました。 

【今後】
今回、実験に使用したＵＷＢ無線通信装置を利用して、ＵＷＢ無線技術の実用化と国際標準化の確立に向
け有効な実験データを取得することを目指します。
本研究成果は、5月18～21日に京都市で開催される国際会議Joint UWBST & IWUWBS 2004において発表す
るとともに、同会議においてＵＷＢ無線通信機及び画像伝送システムを展示する予定です。（会議の詳細に
ついては、2004年5月11日付ＮＩＣＴプレスリリースおよびhttp://www1.ilcc.com/uwbst_iwuwbs2004/を参照） 

独立行政法人情報通信研究機構（以下、ＮＩＣＴ。理事長：長尾 真）は、次世代無線通信方式として注目
されるＵＷＢ無線通信システム向けに開発したＣＭＯＳ高周波集積回路（ＭＭＩＣ）と送受信モジュールを用
いて、日本初となる映像伝送実験に成功しました。
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用語解説

ＵＷＢ無線通信システム
超広帯域（Ultra Wideband）の周波数幅を用いた無線通信システム。既存のシステムに割り当てられた周波
数帯をまたがって電波を使用するため、従来の電波利用の常識から考えると革命的ともいえる。ＦＣＣ（米連
邦通信委員会）の定義によれば、ＵＷＢは比帯域20％以上または帯域幅500MHz以上のいずれかを満たす
通信技術とされる。送信電力に関しては、既存の無線通信へ影響を与えないように厳しく制限されており、マ
イクロ波帯では3.1GHzから10.6GHzにおいて、準ミリ波帯では22GHzから29GHzにおいて、それぞれ平均電
力-41.25dBm/MHzと定められている。 

ＭＭＩＣ
Monolithic Micro(またはMillimeter) Wave Integrate Circuitの略で、高周波（ＲＦ）向けアナログ集積回路のこ
と。マイクロプロセッサなどのデジタル集積回路と対比して用いられる。従来、マイクロ波帯（３～３０ＧＨｚ）以
上では化合物半導体による製造技術が主流であったが、近年の微細加工技術の向上などによって、従来デ
ジタル用途向けであったＣＭＯＳ(Complementally Metal Oxide Semiconductor)によっても作られるようになっ
た。 

ＳＳＡ方式
Soft Spectrum Adaptationの略で、ＮＩＣＴが標準方式策定作業などの場で提案している方式。時間軸波形を
整形することによって周波数領域のスペクトルを制御し、既存無線システムとの干渉を避ける技術である。イ
ンパルス方式をはじめ様々な方式に柔軟に対応できるため、ＵＷＢの各方式を効果的に統合するコア技術と
して期待される。 

ＤＳ－ＳＳ方式
伝送する情報を本来必要な周波数帯域よりも広い帯域の信号に変調する変調方式。Direct Sequence -
Spread Spectrumの略。広い周波数帯域が必要になるが信号の強さが弱くても伝送が可能。2.4GHz帯無線Ｌ
ＡＮなどに使用されている。


